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桜
川
市
は
、
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
平

成
17
年
10
月
１
日
に
岩
瀬
町
・
真
壁

町
・
大
和
村
の
２
町
１
村
が
合
併
し
誕
生
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
10
周
年
の

節
目
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と

は
、
市
民
の
皆
様
方
の
お
力
添
え
の
賜

た
ま
も
ので
あ

る
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
10
年
間
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
景
気
の
低
迷
や
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
な
ど
厳
し
い
社
会
情
勢
の
な
か
、
行
財
政

改
革
を
実
施
し
な
が
ら
、
大
和
中
学
校
の
建

て
替
え
や
真
壁
伝
承
館
の
建
設
、
桜
川
市
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
の
公
共
施
設

整
備
を
は
じ
め
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
開

始
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の

諸
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、北
関
東
自
動
車
道
・
桜
川
筑
西
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
真
壁
地
区
の
町
並
み

が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
、
県
内
外
よ
り
多
く
の
方
が
桜
川

市
を
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
新
中
核
病
院
と
桜
川
市
立
病
院
の

地
方
分
権
時
代
の
「
平
成
の
大
合
併
」

に
よ
り
ま
し
て
、
平
成
17
年
10
月
１

日
に
岩
瀬
町
・
真
壁
町
・
大
和
村
の
２
町
１

村
が
合
併
し
て
「
桜
川
市
」
が
誕
生
し
、
本

年
で
丸
10
年
に
な
り
ま
す
。
当
時
、
西
茨
城

郡
の
一
部
と
真
壁
郡
の
一
部
が
合
併
す
る
と

い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
た
時
、
こ
れ
で
い
い

の
か
、
ど
の
よ
う
な
形
で
合
併
す
れ
ば
い
い

の
か
、
日
夜
、
熱
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
こ

と
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

　

こ
の
10
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
記

憶
か
ら
拭
い
去
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な

出
来
事
は
、
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
未
曾
有
の
大
震
災
で
あ
り
ま
す
。
東
日
本

を
中
心
に
、
一
瞬
に
し
て
尊
い
生
命
・
財
産

が
奪
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
市
で
は
、

特
に
真
壁
地
区
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
く
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
辛
い
出
来
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ふ
る
さ
と
・
伝
建
地
区
に
対
す

る
愛
着
と
復
興
へ
の
熱
い
思
い
で
、
地
域
が

一
丸
と
な
っ
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り

整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
西
総
合
病
院
と

山
王
病
院
、
筑
西
市
民
病
院
の
三
つ
の
病
院

を
再
統
合
す
る
こ
と
で
筑
西
市
と
合
意
が
な

さ
れ
、
今
後
、
両
病
院
の
役
割
や
機
能
分
担

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
関
東

自
動
車
道
・
桜
川
筑
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

付
近
で
、
民
間
活
力
に
よ
る
開
発
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
へ
対
応
す
る
た
め
「
長
期
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
及
び
「
総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
定
住
促
進
対
策
や
子
育
て
支
援
、
学

校
教
育
の
充
実
な
ど
若
い
世
代
が
安
心
し
て

子
育
て
出
来
る
環
境
整
備
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
年
が
桜
川
市
の
新
た
な
時
代

の
礎
と
な
り
ま
す
よ
う
主
要
施
策
に
全
力
で

傾
注
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の
発
展
基
盤
と

な
り
ま
す
取
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

組
み
、
元
の
風
情
あ
る
姿
に
戻
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
力
強
い
復
興
へ
の
思
い
が
感
動
と

希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
し
、
こ
の
桜
川

市
か
ら
全
国
に
向
け
て
「
元
気
」
を
発
信
し

て
く
れ
た
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
10
年
で
あ
り
ま
し
た

が
、
同
じ
風
習
・
習
慣
を
共
有
す
る
者
同
士

で
も
、
町
村
単
位
、
あ
る
い
は
集
落
単
位
に
、

長
い
年
月
の
間
に
培
わ
れ
て
き
た
生
活
文
化

の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
、
利
害
の

一
致
し
な
い
と
こ
ろ
な
ど
、
多
く
の
困
難
を

乗
り
越
え
て
、
合
併
の
た
め
に
奔
走
さ
れ
た

方
々
、
特
に
当
時
の
三
首
長
、
議
長
、
議
員
、

関
係
者
各
位
の
ご
苦
労
に
改
め
て
敬
意
と
感

謝
を
捧
げ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
山
や
川
・
桜
な
ど
、
豊
か
な
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
こ
と
で
、
幸
せ
を
も
た
ら
し
、
輝
き

続
け
、繁
栄
す
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

お
祝
い
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
た
な

　
時
代
に
向
け
て

桜
川
市
長

大お

お

塚つ

か

　

秀ひ

で

喜き

輝
き
続
け

　
繁
栄
す
る
桜
川
市

桜
川
市
議
会 

議
長

潮
う
し
お

田だ

　

新し

ん

正せ

い
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「市の花（ヤマユリ）・木（サ
クラ）・鳥（ウグイス）」が
決定（平成 19 年）

岩瀬町・大和村・真壁町が合併し、桜
川市誕生。大和庁舎前で開庁式が行わ
れました。（平成 17 年）

桜
川
市
10
年
の
軌
跡

　

平
成
の
大
合
併
の
中
、
岩
瀬
町
・
大
和
村
・
真

壁
町
が
、
平
成
17
年
10
月
１
日
に
合
併
し
、
人
口

４
万
９
，８
９
６
人
の
桜
川
市
が
誕
生
。
本
年
10
月

１
日
、
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
充

実
や
真
壁
の
町
並
み
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
総
合
的
な
ま
ち
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
桜
川
市
誕
生
後
の
10
年
間
の
軌
跡
を
、

写
真
と
と
も
に
振
り
返
り
ま
す
。

平
成
17
（
２
０
０
５
）
年

10
月
１
日

岩
瀬
町
・
大
和
村
・
真
壁
町
が
合
併
し
、
桜
川
市

誕
生
。
市
の
市
章
も
制
定

10
月
30
日

桜
川
市
初
代
市
長
に
中な

か

田た

裕ひ
ろ
し

氏
就
任

12
月
11
日

桜
川
市
合
併
記
念
式
典
開
催

平
成
18
（
２
０
０
６
）
年

10
月
15
日

震
度
６
弱
の
直
下
型
地
震
を
想
定
し
た
桜
川
市
総

合
防
災
訓
練
開
催

平
成
19
（
２
０
０
７
）
年

７
月
16
日

芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
完
備
の
桜
川
市
桜
井
農
村
公
園

が
オ
ー
プ
ン

11
月
10
日

　

～
13
日

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
茨
城
２
０
０
７
開
催
。
桜
川
市

が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会
の
会
場
に

12
月
12
日
「
市
民
憲
章
」
と
「
市
の
花
（
ヤ
マ
ユ
リ
）・
木
（
サ

ク
ラ
）・
鳥
（
ウ
グ
イ
ス
）」
が
決
定

平
成
20
（
２
０
０
８
）
年

４
月
１
日

新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
「
桜
川
市
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
開
始

４
月
12
日

北
関
東
自
動
車
道
の
桜
川
筑
西
IC
（
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
）
〜
笠
間
西
IC
開
通

市章の３つの桜の花びらは、３町村の対等
合併を表し、中央のダークブルーのフォルム
は筑波山。その下のブライトブルーは、桜川。
それぞれ、市のシンボルである桜・山・川
を表現しています。（平成 17 年）
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平
成
20
（
２
０
０
８
）
年

６
月
19
日

第
15
回
優
秀
観
光
地
づ
く
り
賞
「
金
賞
総
務
大
臣

賞
」
受
賞

11
月
１
日

　

～
９
日

第
23
回
国
民
文
化
祭
・
い
ば
ら
き
２
０
０
８
が
開

催
。
桜
川
市
で
、「
ス
ト
ー
ン
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
な
ど
を
開
催

12
月
20
日

北
関
東
自
動
車
道
の
桜
川
筑
西
IC
～
真
岡
IC
開
通

12
月
19
日

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
大
和
中
学
校

の
新
校
舎
完
成

平
成
21
（
２
０
０
９
）
年

３
月
31
日

岩
瀬
駅
前
道
路
の
電
線
類
地
中
化
完
了

６
月
７
日

桜
川
市
初
の
女
性
消
防
分
団
が
発
足

７
月
25
日

岩
瀬
駅
前
が
整
備
さ
れ
、
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
が
供

用
開
始

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年

６
月
29
日

真
壁
の
町
並
み
が
、
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
に
選
定
（
県
内
初
）

12
月
21
日

市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
評
価
さ

れ
、「
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
」
受
賞

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年

２
月
15
日

大
和
・
真
壁
地
区
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
開
始
（
市
内
全
域
で
利
用
可
能
に
）

３
月
11
日

東
日
本
大
震
災
発
生
。
桜
川
市
で
は
震
度
６
弱
を

観
測
。
負
傷
者
、
家
屋
・
道
路
の
損
壊
、
電
気
・

水
道
の
停
止
な
ど
の
被
害
発
生

３
月
31
日

真
壁
町
内
一
部
道
路
の
電
線
類
地
中
化
完
了

３
月
31
日

福
祉
セ
ン
タ
ー
「
あ
ま
び
き
」
閉
館

９
月
１
日

周
辺
の
町
並
み
に
配
慮
し
た
真
壁
伝
承
館
開
館

10
月
１
日

大
和
駅
前
駐
車
場
に
ゲ
ー
ト
式
機
械
警
備
を
導
入

10
月
21
日

　

～
22
日

ま
ち
・
ひ
と
づ
く
り
を
学
ぶ
第
17
回
全
国
報
徳
サ

ミ
ッ
ト
桜
川
市
大
会
開
催

岩瀬駅前が整
備され、 駅 前
ロ ータリー が
供 用 開 始（平
成 21 年）

旧真壁中央公民
館 跡 地とそ の 周
辺 に、 真 壁 伝 承
館を建 設（平 成
23 年）

数多くの伝統的な建物が存在する
真壁の町並みが、国の重要伝統的
建造物群保存地区に選定されまし
た。（平成 22 年）

大和中学校校
舎 の 施 設・ 設
備 が 老 朽 化し
て い る た め、
新 校 舎を建 設

（平成 20 年）

桜川市初の女性消防分団が発足
（平成 21 年）

筑西・桜川地域公立病院等再
編整備推進協議会の第 1 回目
の協議会が開催（平成 27 年）

茨城県・桜川市総合防災訓練が開催さ
れ、地元住民も参加し、本番さながら
の訓練が行われました。（平成 27 年）

北関東自動車道の桜川筑西 IC ～真岡 IC の
開通式が行われました。（平成 20 年）北学校給食センターの老朽化などに伴

い、旧大和中学校跡地に、桜川市学校
給食センターを建設（平成 25 年）

東日本大 震 災 が発 生。震
度 6 弱を観測した桜川市で
は、家屋の損壊や水道・電
気の停止などの被害が発生
し、避難所が開設されまし
た。（平成 23 年）

旧校舎

旧真壁中央公民館

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年

１
月
17
日

桜
川
市
公
式F

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

acebook

を
開
設

５
月
６
日

屋
根
瓦
が
飛
び
、
ガ
ラ
ス
窓
が
割
れ
る
F1
ク
ラ
ス

の
竜
巻
発
生
。
市
内
北
西
部
な
ど
で
家
屋
損
壊
な

ど
の
被
害
発
生

７
月
12
日

交
流
人
口
拡
大
が
評
価
さ
れ
、
第
７
回
ま
ち
交
大

賞
『
ま
ち
づ
く
り
達
成
大
賞
』
を
受
賞

10
月
24
日

高
齢
者
を
見
守
る
「
桜
川
市
高
齢
者
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
」
開
始
（
県
内
初
）

平
成

24
年
度

真
壁
伝
承
館
が
日
本
建
築
学
会
賞
（
作
品
賞
）
な

ど
５
つ
の
賞
を
受
賞

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年

２
月
１
日

旧
真
壁
郵
便
局
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

3
月
31
日

岩
瀬
庁
舎
施
設
内
に
、防
災
備
蓄
倉
庫
を
新
設

９
月
２
日

１
日
３
，５
０
０
食
ま
で
調
理
可
能
な
桜
川
市
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
開
始

10
月
30
日

桜
川
市
長
に
大お

お

塚つ
か

秀ひ
で

喜き

氏
就
任

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年

３
月
27
日
「
筑
西
・
桜
川
地
域
公
立
病
院
等
再
編
整
備
推
進

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
第
１
回
目
の
協
議
会
が

開
催

７
月
23
日

名
誉
市
民
に
、（
故
）
平ひ

ら

間ま

小こ

四し

郎ろ
う

氏
、中な

か

田た

裕ひ
ろ
し

氏
、

飯い
い

島じ
ま

輝て
る

信の
ぶ

氏
決
定

８
月
29
日

茨
城
県
・
桜
川
市
総
合
防
災
訓
練 

開
催

９
月
27
日
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開

催
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年

桜川市10年の軌跡
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桜川市未来予想図
～市内で活動している皆さんに、　市の未来を予想していただきました～
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この広報紙は､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています

� 住民基本台帳　9月１日現在

【 男 】　　21,991�人� （ー 2,650）
【 女 】　　22,510�人� （ー 2,745）
【 計 】　　44,501�人� （ー 5,395）
【世帯】　　15,253�世帯� （＋ 828）
（　）は桜川市が誕生した平成17年10月1日現在との増減

市　

民　

憲　

章

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
伝
統
と

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
ふ
る

さ
と
を
愛
し
、
限
り
な
い
繁
栄

と
幸
せ
を
願
っ
て
、
市
民
憲
章

を
定
め
ま
す
。

一
、�市
民
と
行
政
が
協
働
で
住
み

よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、�互
助
と
信
頼
を
深
め
、安
心

と
や
す
ら
ぎ
あ
る
ま
ち
を
つ

く
り
ま
す
。

一
、�教
養
を
高
め
、豊
か
な
心
と

健
や
か
な
体
を
育
む
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す
。

一
、�豊
か
な
自
然
と
歴
史
・
文
化

が
調
和
す
る
潤
い
の
あ
る
ま

ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、�地
域
資
源
を
活
か
し
、活
力

に
満
ち
た
豊
か
な
ま
ち
を
つ

く
り
ま
す
。
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人 口 と 世 帯

平成17年10月1日誕生
　「夢は、からくり装置を制作すること」と話してくれ

た瑛大君。好きな科目は図工と理科で、現在はブロッ

ク作りがお気に入りです。

　桜川市の好きなところは、カブトムシ・クワガタな

どの昆虫採集ができる田舎なところ。この夏も大好き

なおじいちゃんとクワガタ捕りをしてきたそうです。

　ご両親は、「夜泣きもなく、

手の掛からない子でした」

と、この10年間を振り返り、

将来に向けて、「自分のこと

は、自分で何でもできる子

に育ってほしい」と話して

くれました。

廣ひ
ろ

瀬せ
　

瑛え
い

大た

く
ん

中な
か

里ざ
と　

優こ

こ

ろ心
ち
ゃ
ん

10 年前の瑛大くん

　「近所に遊具のある公園がほしいです !!」と話してく

れた優心ちゃんは、所属するスポーツ少年団のサッカ

－に夢中で、ポジションは、右サイドハーフとのこと。

　チョコレートとチ－ズのケーキが大好きで、「将来は、

パティシエ－ルになりたい！」と明るい笑顔で夢を語

ってくれました。でも実は…生クリ－ムはちょっと苦

手なこともこっそり教えて

くれました。

　ご家族は、「名前のとおり、

心の優しい子に育ってほし

い。産まれた時は 2,400 ｇ

と小柄でしたが、体は丈夫

で病気知らずに育っていま

す」と話してくれました。10 年前の優心ちゃん

桜川市と同じ歳！！
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